
選 択 科 目必 修 科 目

科目群の学習・教育目標
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

自然科学
（数学）

都市マネジメント学の専門科目修得に必要な数学・物理・化学等の自然科学の知識を学び，
それらを活用して社会や自然環境の問題を発見・理解し，その改善方法を考える能力を身に
付ける。

C E 自 然 科 学 C E 数 学 C E 代 数 幾 何 概 論 C E 応 用 数 学 Ⅰ C E 統 計 解 析

C E 基 礎 数 学 演 習 C E 自 然 科 学 演 習 統 計 学 C E 応 用 数 学 Ⅱ

自然科学
（物理学・化学）

C E 力 学 基 礎 C E 物 理 学 Ⅰ C E 物 理 学 Ⅱ

C E 化 学 基 礎 C E 化 学

土木工学基礎

（材料・構造）
土木材料の基礎的な知識，ならびに工学において普遍的な構造の力や変形，破壊に関する知
識や感覚を，力学に基づいて学び，安全・安心な社会基盤構造物をデザイン・維持管理する
ために必要な能力を身につける。

コ ン ク リ ー ト 鉄筋コンクリートⅠ 鉄筋コンクリートⅡ 道 路 工 学

構 造 力 学 基 礎 Ⅰ 構造力学基礎Ⅱおよび同演習 構 造 力 学 応 用 鋼 構 造 学

（地盤・地質）
安全な構造物，安心できる生活環境を創造するため，これらを支える地盤の工学的基礎を習
得する。特に地盤に関する建設についての知識を身につける。

地 盤 地 質 学 基 礎 地 盤 工 学 応 用 地 盤 工 学

（海岸・河川）
都市のマネジメントに関わる水工系の社会基盤整備に関連する領域の基礎知識を習得し公共
施設の計画における工学的技術の適応能力を身につける。また実用分野として，水と人間・
社会との関わりと防災の知識を身につける。

水 理 学 基 礎 Ⅰ 水 理 学 基 礎 Ⅱ 水 理 学 応 用 Ⅰ 水 理 学 応 用 Ⅱ

河 川 工 学 海 工 学

（関連技術）
都市のマネジメントのために必要な情報処理技術を学ぶ。特に，様々な社会基盤施設の計画・
整備に必要となる，公共座標系に基づいた位置情報の作成手法を習得し，安全で環境に配慮
した計画の基礎的素養とデザイン能力を身につける。また我が国の都市マネジメントに関わ
る社会・産業の要請に十分対応できるだけの知識と素養を身につける。

空 間 測 量 Ⅰ 空 間 測 量 Ⅱ

空 間 測 量 実 習 CE地理情報システム

CEコンピュータ基礎 C E － C A D プログラミング入門 プログラミング演習

火 薬 学

計画・
マネジメント

経済・経営の基礎知識，計画理論，観光資源と地域創生について学び，都市・地域計画や交
通計画，プロジェクトの企画・運営をマネジメントする能力を身につける。

観光とマーケティング 経 済 学 通 論 数 理 的 計 画 論 交 通 計 画

数理的計画論演習

社 会 的 計 画 論 都 市 計 画

社会基盤の運営・維持管理について学び，社会基盤をデザインしマネジメントする力を身に
つける。 社会基盤マネジメント プロジェクトマネジメント

環境・防災
社会環境・自然環境に関する基礎知識とともに，社会基盤整備における，自然環境の保全の
重要性を学ぶ。また実用・応用分野として，水と人間・社会との関わりや地盤災害と防災の
知識を身につける。

環 境 ・ 防 災 工 学 上 下 水 道 工 学 都 市 環 境 工 学

地 震 工 学 地 盤 防 災 工 学

実験・
エンジニアリ
ングデザイン

学習済みの専門知識の内容を実験を通じて理解する。また専門知識を総合的に応用し，演習
によりデザイン能力を養う。

Ｃ Ｅ 実 験 Ⅰ Ｃ Ｅ 実 験 Ⅱ

ＣＥエンジニアリング・デザイン

セミナー
・研修

セミナーでの個別指導や専門家等の講話を通して良識と倫理観を身につけさせることに加え，
都市マネジメントが社会とどう関わっているのか，を学ぶとともに，相互理解やコミュニケー
ション力を身につける。さらに学習の集大成としての卒業研修を組合せ，マネジメント力，
エンジニアデザイン力を身につける。

CE進路セミナーⅠ CE進路セミナーⅡ CE進路セミナーⅢ CE進路セミナーⅣ CE進路セミナーⅤ 都市マネジメント学研修Ⅰ 都市マネジメント学研修Ⅱ 都市マネジメント学研修Ⅲ

※2年次からコースに分かれる

都市マネジメント学科　専門教育科目の履修の流れ
（エンジニアコース）
都市マネジメント学科　学習・教育到達目標

都市マネジメント学科の学生は以下の（Ａ）～（Ｆ）の能力を習得できるように学習し，教員は学生がそれらを身につけられるように教育することを学習・教育目標とする。
（Ａ）【良識と倫理観】社会において活躍する人材としての良識と倫理観
（Ｂ）【科学的知識】科学に関する十分な知識を持ち，社会と自然それぞれの環境の改善に貢献できる能力
（Ｃ）【自己啓発】自己を冷静に評価し，自己を啓蒙，発展させるための適切な行動
（Ｄ）【相互理解と協力】自己表現に必要な十分な発表能力とともに，他者の意見を理解し，協力する能力
（Ｅ）【専門的知識】我が国の都市マネジメントに関わる，社会・産業の要請に十分対応できるだけの知識と素養
（Ｆ）【語学力と国際性】国際社会の諸問題にも関心を持ち，国際的にも活躍できるコミュニケーション能力

都市マネジメント学科（エンジニアコース） 専門教育科目
－ 49 －



選 択 科 目必 修 科 目

※2年次からコースに分かれる

科目群の学習・教育目標
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

自然科学
（数学）

都市マネジメント学の専門科目修得に必要な数学・物理・化学等の自然科学の知識を学び，
それらを活用して社会や自然環境の問題を発見・理解し，その改善方法を考える能力を身に
付ける。

C E 自 然 科 学 C E 数 学 C E 代 数 幾 何 概 論 C E 応 用 数 学 Ⅰ C E 統 計 解 析

C E 基 礎 数 学 演 習 C E 自 然 科 学 演 習 統 計 学 C E 応 用 数 学 Ⅱ

自然科学
（物理学・化学）

C E 力 学 基 礎 C E 物 理 学 Ⅰ C E 物 理 学 Ⅱ

C E 化 学 基 礎 C E 化 学

土木工学基礎

（材料・構造）
土木材料の基礎的な知識，ならびに工学において普遍的な構造の力や変形，破壊に関する知
識や感覚を，力学に基づいて学び，安全・安心な社会基盤構造物をデザイン・維持管理する
ために必要な能力を身につける。

コ ン ク リ ー ト 鉄筋コンクリートⅠ 鉄筋コンクリートⅡ 道 路 工 学

構 造 力 学 基 礎 Ⅰ 構造力学基礎Ⅱおよび同演習 構 造 力 学 応 用 鋼 構 造 学

（地盤・地質）
安全な構造物，安心できる生活環境を創造するため，これらを支える地盤の工学的基礎を習
得する。特に地盤に関する建設についての知識を身につける。

地 盤 地 質 学 基 礎 地 盤 工 学 応 用 地 盤 工 学

（海岸・河川）
都市のマネジメントに関わる水工系の社会基盤整備に関連する領域の基礎知識を習得し公共
施設の計画における工学的技術の適応能力を身につける。また実用分野として，水と人間・
社会との関わりと防災の知識を身につける。

水 理 学 基 礎 Ⅰ 水 理 学 基 礎 Ⅱ 水 理 学 応 用 Ⅰ 水 理 学 応 用 Ⅱ

河 川 工 学 海 工 学

（関連技術）
都市のマネジメントのために必要な情報処理技術を学ぶ。特に，様々な社会基盤施設の計画・
整備に必要となる，公共座標系に基づいた位置情報の作成手法を習得し，安全で環境に配慮
した計画の基礎的素養とデザイン能力を身につける。また我が国の都市マネジメントに関わ
る社会・産業の要請に十分対応できるだけの知識と素養を身につける。

空 間 測 量 Ⅰ 空 間 測 量 Ⅱ

空 間 測 量 実 習 CE地理情報システム

CEコンピュータ基礎 C E － C A D プログラミング入門 プログラミング演習

火 薬 学

計画・
マネジメント

経済・経営の基礎知識，計画理論，観光資源と地域創生について学び，都市・地域計画や交
通計画，プロジェクトの企画・運営をマネジメントする能力を身につける。

観光とマーケティング 経 済 学 通 論 数 理 的 計 画 論 交 通 計 画

数理的計画論演習

社 会 的 計 画 論 都 市 計 画

社会基盤の運営・維持管理について学び，社会基盤をデザインしマネジメントする力を身に
つける。 社会基盤マネジメント プロジェクトマネジメント

環境・防災
社会環境・自然環境に関する基礎知識とともに，社会基盤整備における，自然環境の保全の
重要性を学ぶ。また実用・応用分野として，水と人間・社会との関わりや地盤災害と防災の
知識を身につける。

環 境 ・ 防 災 工 学 上 下 水 道 工 学 都 市 環 境 工 学

地 震 工 学 地 盤 防 災 工 学

実験・
エンジニアリ
ングデザイン

学習済みの専門知識の内容を実験を通じて理解する。また専門知識を総合的に応用し，演習
によりデザイン能力を養う。

Ｃ Ｅ 実 験 Ⅰ Ｃ Ｅ 実 験 Ⅱ

ＣＥエンジニアリング・デザイン

セミナー
・研修

セミナーでの個別指導や専門家等の講話を通して良識と倫理観を身につけさせることに加え，
都市マネジメントが社会とどう関わっているのか，を学ぶとともに，相互理解やコミュニケー
ション力を身につける。さらに学習の集大成としての卒業研修を組合せ，マネジメント力，
エンジニアデザイン力を身につける。

CE進路セミナーⅠ CE進路セミナーⅡ CE進路セミナーⅢ CE進路セミナーⅣ CE進路セミナーⅤ 都市マネジメント学研修Ⅰ 都市マネジメント学研修Ⅱ 都市マネジメント学研修Ⅲ

都市マネジメント学科　専門教育科目の履修の流れ
（プランナーコース）
都市マネジメント学科　学習・教育到達目標

都市マネジメント学科の学生は以下の（Ａ）～（Ｆ）の能力を習得できるように学習し，教員は学生がそれらを身につけられるように教育することを学習・教育目標とする。
（Ａ）【良識と倫理観】社会において活躍する人材としての良識と倫理観
（Ｂ）【科学的知識】科学に関する十分な知識を持ち，社会と自然それぞれの環境の改善に貢献できる能力
（Ｃ）【自己啓発】自己を冷静に評価し，自己を啓蒙，発展させるための適切な行動
（Ｄ）【相互理解と協力】自己表現に必要な十分な発表能力とともに，他者の意見を理解し，協力する能力
（Ｅ）【専門的知識】我が国の都市マネジメントに関わる，社会・産業の要請に十分対応できるだけの知識と素養
（Ｆ）【語学力と国際性】国際社会の諸問題にも関心を持ち，国際的にも活躍できるコミュニケーション能力

都市マネジメント学科（プランナーコース） 専門教育科目
－ 50 －




